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＜連絡事項＞

・今まで1日で行う採血者の人数が7～8人でしたが、業務への負担が考えられる為今後1日での人数を5～6人に変更しています。

・入院、退院、転棟があった際は速やかに庶務に連絡をするようにして下さい。

・他科受診表を遅れて出すと保険申請が遅くなってしまう為、受診した際は早めに医事に提出するようにして下さい。

・排便3日以上出ていない患者様がいたら、忘れずに申し送るようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～排便7日間無い為、主治医指示にてグリセリン浣腸120ml施行し硬便少量みられていますが、その後排便無い事主治医に報告したところ酸化マグネシウム1,0　1×vds5日分臨時処方となっています。

・上道　茂様～薬剤情報に今服用しているプレタールはグレープフルーツを食べると作用が強く現れると書いてあったが食べても良いのかと問い合わせあり、薬剤師に確認しています。病院食で時々カットしたものを少量摂取する分には問題ないとの事、主治医にも確認、特に問題ないとの事。その事を本人にも伝えています。

・山田　隆雄様～本人の保護者であるお兄様が入院されたため、今後の連絡先は叔父になるとの情報があり、それにともない成年後見人制度の手続き行っています。本人へは主治医から説明しています。

・三村　れい子様～症状安定の為、10/12（木）10：00に退院となっています。

・駒木　洋士様～10/12（木）9：30～10/13（金）16：00まで外泊となっています。帰院後、気分の変動の有無について観察と確認を行っていきましょう。

＜SWからの情報＞

・小笠原　禮子様～精神症状安定している為、現在措置解除の方向で検討中。ご家族様が面会に来た際に、SWより今後措置解除の方向で進めていく事・措置入院で無くなった場合に医療費の自己負担が生じる為本人が年金を受給できるのか確認して欲しいことを伝えています。高額医療費制度、生活保護についても説明しています。

＜作業報告・検討＞

・庭田　智樹様～今週を通し、活気の無さや表情の冴えなさが見られています。初めはパズルを行っていましたが、終了後は読書をしており口数の少なさが伺えています。スタッフが単純作業を依頼すると拒否無く行っています。本人からの訴えがあった場合は傾聴し、今後は単純作業を行って気分転換を図って頂く様関わっていきます。

・本多　富美様～10/11より表情穏やかさあり、スタッフ対応時笑顔が見られています。理由として体重減少を話しており、作業中は居眠り無く集中して取り組まれています。気分の変動が大きい為、今後意欲と活動性を維持していける様関わりをもって行きます。

・宮本　建蔵様～途中退席が続いています。「落ち着かない」等不調を訴えられており、準備段階で途中退席の希望が聞かれている時がありました。表情は以前より徐々に穏やかさ見られてきています。初めは無理をせずに病棟に戻って頂き、徐々に短時間でも作業を取り組んで行ける様関わりを持っていきます。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・板橋　雅勝様～10/10にセットミスがありスタッフ介入しています。以前にも同内容のミスがあり、自己服薬管理の必要性や手順について理解出来ない様子が伺えています。今後は年齢を考慮し、日常生活面に対して重点的に介入していく必要があると考えられる為、自己服薬管理導入について再度検討して行く事としています。

・Aユニットの患者様全員を対象とし、自己服薬管理導入の案が出ています。短期入院の患者様に対し服薬の必要性を理解して頂く必要があると考えられる為、再度話し合う事としています。

＜川端Dr担当患者様NCP評価・検討＞

・佐々木　みね様～漢方薬がなくなってからは服薬はしているが、時折隠すことあります。ハロマンス施行が19日の予定だったが、主治医が不在により、10/26となること本人に伝えています。

・宮本　健蔵様～主治医より、作業では無理せず居れる時間を少しずつ伸ばしていけるようにとの説明がありました。下肢のムズムズ感や、医療費について考えてしまう等の訴え聞かれますが、表情は穏やかさみられてきています。継続して状態や気持ちについて言語化出来るように関わっていきましょう。同内容臨時薬継続処方となっています。

・晴山　長司様～日常生活での支援に対しに強い拒否があり介入に拒否あり怒り出したり、菓子要求あり要求が通らないと怒り出したり、他者の足音に怒り出したりと怒りっぽさが目立っており、気分変動も強く全体的に不機嫌さが目立っています。定期薬にもテグレトール2Ｔ（朝・夕）で処方になっていますが、臨時薬としてもテグレトール2Ｔ（昼・夕）に追加となっています。

・歩行時、ふらつき無いか等の身体症状の観察、訴えの内容について確認していきましょう。

